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主な研究課題 
 腹部MRI の T1 マッピングにおける脂肪の影響および最適撮像法に関する検討 
 腹部MR画像における超解像再構成技術を用いたノイズ除去および超解像画像の検討 
 Dual energy ダイナミック造影CTを用いた肝臓のヨード量に関する検討 
 呼吸停止下の拡散強調像を用いた肝腫瘍の描出能に関する検討 
 Exsper を用いた拡散強調像における肝悪性腫瘍の画質評価に関する検討 
 選択的 IRパルス併用 cine-dynamic MRCPを用いた胆汁や膵液の流れに関する検討 
 高分解能CT・MRI を用いた胆嚢癌疑診例の術前画像診断に関する検討 
 マルチパラメトリックMRI を用いた糖尿病患者の膵イメージングに関する検討 
 局所励起を用いた拡散強調像の膵癌画質評価に関する研究 
 CT画像を用いた膵臓脂肪蓄積の定量に関する検討 
 CTを用いた腎臓体積と腎機能や患者背景との関連性の検討 
 超高精細CTによる胃壁構造や胃癌深達度の描出能に関する検討 
 唾液腺基底細胞腺腫のMRI 画像所見の検討（多形腺腫、ワルチン腫瘍との比較） 
 充実成分を有する原発性肺腺癌のCT解析 
 Spread through air spaces (STAS)の有無による原発性肺腺癌のCT所見の比較検討 
 動態X線撮影を用いた心胸郭比（cardio-thoracic ratio: CTR）に関する検討 
 AI（人工知能）による肺結節検出機能を用いた肺動静脈奇形の検出の有用性に関する検討 
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